






































第三節では︑呉が推奨した患者自らが楽器を演奏する﹁音楽弾奏﹂によって効果を見込む能動的音楽療法の実態を解明し︑他方︑第四節では︑ ﹁慰楽﹂と呉が命名し︑患者が音楽を聞くことによって効果を見込む受動的音楽療法の内容を明らかにする︒また︑第三節及び第四節では︑音楽療法実践の内容と並行して呉が各音 療法を導入するに至った思想的背景についても検証する︒最後に第五節では︑明治期に開花した巣鴨病院における音楽療法が︑その後どのように展開されていったのかについて紹介す ︒　
なお︑本論文で資料を翻刻する際は︑基本的に旧字体を新字体に︑





















患者を同じく百名ばかり入れて︑再び前の演奏を繰 返し︑次に患者の演奏ありて︑患者に聴かせたるが︑患者中選ばれ 演奏者となりしは︑川村スズ︑大野ヨネの二人に スズは三十余︑ヨネは年二十三︒スズの琴 ヨネの三味線にて潮汐を したり︒ヨネの技 かなか巧みにして スズも先ず巧みな 方なりしが︑ヨネは本所に生れて新橋 芸者とな ︑更に水戸 赴きしも余りお座敷も少なか より︑心配して瘋癲病院 入に至り のとぞ 次に矢張り大野ヨネの清元明鳥 る筈なり
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当時︑東京音楽学校の教員及び学生であり︑そ 後︑近代日本音楽界を牽引していく音楽家によってピアノ︑ヴァイオリン チェロなどの西洋楽器演奏が行われるほか︑複数の東京音楽学校 学生 よる合唱演奏が行われたことが分かる︒この演奏に関しては︑男女患者それぞれ百人が聴取している︒そ 後 女性患者に対しては︑患者の中から選抜された四名による三味線︑箏の演奏や舞踊などが













入院中の習慣よりして自然怠惰に流るるの弊あれば︑今後は夫々職業を授け︑幾分かずかずの報酬を与えて︑これを奨励するの方法を取るべく 職業とは庭造りには当院構内の樹木の手入れ︑大工には 内 修繕工事︑女子には裁縫と各々本来の業務に就かしむるの考えにて︑また全ての取扱方法も全て寛やかにし︑時々院内に於いて今日 如く音楽を催し︑或は踊り芝居などをも見せ︑又市中音楽隊などをも招きて患者に快楽を与えたしとの希望なり云々と語りたり︒さ 当日演奏会 模様を観たるに︑▲男の患者は静粛にして音楽演奏中は各々耳を傾け︑熱心に聴き居たるが︑第二演奏の曲たる石野︑高折両氏のバイオリン合奏後︑榊医学士は 患者に対 第一の曲たる前田岡野両氏合奏のピヤノと何れ 面白かりしやと問 たる ︑患者の多数はピヤノ 方が面白かりしと答え 斯くて第五のバイオリン︑セロ︑ 三部合奏 終えるまで︑大声を発す など別に騒がしき事なく静かにして聴き居たりき︒▲女の患者は喧騒
　　
女の患者は男の患者に比すれば︑余程騒がしくして︑音
楽演奏室に入るやアー可笑しいとて無暗 からから 笑うもあり︒何事か呟やく者あり︒或は︑何か叫ぶ者あり ︒されど︑第一の曲たるピヤノの合奏始まるやさしもに騒がし者も水を打ちたる如く静まりて 微妙 楽器 音色 耳を傾け居たりしが︑第二の曲バイオ 合奏終わりて︑榊学士は︑




























られたる女の患者は︑前記銀杏返しの外 ︑一名の骨格逞しくして仁王面したる四十歳計 なると都合二名なりしが︑此女も何か頻りと罵り叫びつつ︑看護婦に手を執られて席を退くに際し︑背負っ 行けとて大に看護婦を困らせたり︒其他 も二三名の折々声を放ちたるがありしも 演芸中は先ず概 て静かなりき︒▲按摩上下七百文
　　
川村スズ等三名の北洲の浄瑠璃終







































































































































































































を誘い去らんとするものあり（ルーツェー氏・チーヘン氏） ︒又︑幻聴あるものに対して音叉療法を施し︑又︑視覚的刺激を試用すること り︒オッペンハイム氏は︑身体の或所 痛所ある病人に就いて︑懐中時計を耳辺につけ︑注意を ばらくこの響き





























































も含まれていることが分かる︒また︑ ﹁作業療法﹂は︑前述したように筋肉の勤労を要する﹁生産的作業﹂ ︑生産的ならざる筋肉作業としての﹁不生産的身体作業﹂ ︑そして﹁精神的 ﹂の三つに分類される︒まず﹁ 作業﹂ は 園芸︑手工業︑労役 ど実際に筋肉を使用して全身運動を行い︑何かを生産する活動を示す
（
30）︒次


























































的メカニズムとの関連性を重視し︑高血圧や胃腸障害などの︑身体への治療を重んじた音楽療法論も大きく取り上げられる傾向にあった︒そ 中で︑ドイツでは十九世紀から二十世紀にかけ ︑特に心理療法及び神経学的側面に焦点を当てた音楽療法の発展が著しかった︒そして︑ 発展の主な担い手は精神科医及び神経科医であり実際の医療現場で実験と治療が繰り返されていた
（
39）︒その先駆けと























病院の増設と並行し︑心理主義者 代わり︑身体主義者へと実権移行が見られた︒これにより︑実施され 音楽療法の面においても変化が見られるようになった︒つまり︑こ までは精神疾患が心理的原因により引き起こされるという考えのもと︑心理面へ働きかける音楽︑とりわけ各楽曲の全体的な曲調がもたらす効能が重視され
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発展させた︒一八八八年にオッペンハイムは︑自身が所属 シャリテ附属病院の失語症患者 対して︑音楽形態及び組織 暗記や忘却過程に関する調査を行った結果を公表している
（
45）︒その具体的な内












































































嗜みある人には最も適当なり︒演劇にては︑悲惨にして面を向け得ぬ程のもの︑又は神経病者︑精神病者を主人公とする如きものは︑其種 病院 適当せず︒感情抑鬱なるものには移気の方法となり︑ 爽快を覚えしむるは︑ 却て喜 の方なり︒
（中略）








































































































































































患者は感情を表に出すことが少なく︑また不眠を訴えていた様子がしばしば見受けられる︒ ﹁挙動帳﹂のみでは︑患者の疾患に関する詳細を窺い知ること 困難であ ものの︑二月及び九月 音楽会の後は安眠 て る様子が報告されているほか︑四月に ﹁大に悦び﹂として感情の表出に関する指摘がされており 音楽療法の効果とも受け取れる報告が窺え ︒　
このように︑ ﹁挙動帳﹂において音楽会に関する記述が見られる
































重等の意力を養成し︑合理的なる生活を誘致するに勉む︒教育治療所には︑常に新聞雑誌︑其他︑参考となるべき一般図書類︑又は﹁ラジオ﹂ ︑蓄音機︑ ﹁オルガン﹂ ︑ ﹁ピンポン﹂ ︑碁︑将棋盤等の遊戯品を備え置き︑常に閲覧並びに使用せしむ︒
（中略）
斯くの如く︑教育治療に於いても 漸次進歩し 目的に副うることは︑当局 奨励与って力あり︒
　
右記のように︑巣鴨病院で行われていた教育治療とは︑精神疾患








音楽と生理学的メカニズムとの関係に焦点を当てるのではなく︑音楽を︑明確な目的をもって精神的に活動することにより︑治療効果を見込む精神療法の一環とし 捉えたことの背景には︑呉が留学時に実際に見聞した︑主としてドイツの音楽療法思想が基盤 あ ことが判明した︒また︑呉が︑音楽を聞くことが患者 精神状態を慰め︑楽しませると考え 背景には︑留学時に目の当たりにしたアルトシェルビッツ精神病院など人道 義 な治療を試行するドイツ及びフランスの精神病院における実践内容及び施設充実 共感から得た可能性が高い︒このよう ︑呉が推奨した音楽療法の思想的基盤には︑呉の留学先であったドイツやフランスで行われ いた精神医療あるいは音楽療法思想が大きく関連している︒　
その一方︑巣鴨病院の音楽療法実践においては︑ ﹁音楽弾奏﹂で
は三味線や箏などの和 器も用 られるほか︑ ﹁慰楽﹂でも筑前琵琶の演奏や浄瑠璃︑浪花節など 積極的に導入されていた︒このことから︑音楽療法に用いた楽器や演目に関しては︑患者の嗜好に基づき︑当時 文化土壌 根付 が推奨され いたことが明らかとなった︒また︑ 『巣鴨病院年報』や﹁挙動帳﹂といっ 病院側資料のほか︑新聞記事からは︑これらの音楽療法 ︑精神療法の一環として患者に直接的・間接的な効果を与え こと︑さらに 音楽療法が呉の独断で行われてい ので なく︑医師や看護人 含め︑
病院組織全体で認識が図られていたことも明らかとなった︒　
音楽療法史を考える上で︑それまで︑理論及び症例の紹介に留
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蘭学の翻訳において︑既に精神疾患に音楽が慰撫をも らすことについて言及がなされていたことから 留学前より呉も音楽の慰撫効果について知識があった可能性がある︒呉は 西洋精神医学の導入において大きな役割を担った人物であるが︑そのほ にも︑ドイツ 医師・博物学者で︑日本において西洋医学を広めたフィリップ・フランツ・フォン シーボ ト（Philipp Franz B























































により︑同会の周知を目的として一般の人々を対象に行われた慈善音楽会についての内容は︑一九〇二（明治三十五）年十一月二十三日付の『読売新聞』 ﹁精神病者慈善救治会の創立﹂ ︑同日付の『東京日日新聞』 ﹁精神病者慈善救治会﹂ ︑同年十二月三日・四日・六日付の『読売新聞』連載記事﹁精神病者慈善救治会音楽会﹂などによって紹介されている︒
（
66）  
















































たものと思われる︒また︑蓄音機から聴取 音楽が麻酔効果を増進させるとして︑一九〇四（明治三十七）年の『中外医事新報』でも 音楽 麻酔経過に及ぼす作用﹂という題名で 次の内容が紹介されている︒
 
 ﹁一千九百一年︑ラボー氏は︑パリ医学会の席上にて︑音楽が麻酔の経過に佳良の作用を呈することを報告せしが︑ロート氏は︑ベルヌ大学にありて︑三百人 患者に就いて︑音楽の麻酔の経過に及ぼす作用を研究し︑ラボー氏の説の誤まらざることを認めたり︒音楽は より︑其受器を患者の耳に接合せしめたり︒其試験の結果に依れば （一）麻酔は音楽の結合によりて︑感作を受け︑ゲルトネル氏血圧計を以て之を測るに︑血圧は音楽を奏すると共に昂進す︒ （二）麻酔は之によりて安静且平等 を得︑ （三）興奮期は短し︑ （四）嘔吐を発することなく︑覚醒後︑悪心を覚えることも稀なり︒ （五）已 一回依的皃麻酔又は︑哥羅彷謨麻酔を受けたる者は︑音楽麻酔は通常の麻酔に優れることを認む ﹂
 
 
なお︑これらの蓄音機に関する記事に関しては︑次の文献を参照のこと︒
 
著者未詳﹁病院の蓄音器使用﹂ 『読売新聞』一九〇〇年十二月十二日朝刊︑
三面︒
 
著者未詳﹁音楽の麻酔経過に及ぼす作用﹂ 『中外医事新報』第五八四号︑
一九〇四年︑六二頁︒
（
68）  
東京府巣鴨病院編『明治四十五年東京府巣鴨病院年報』一九一三年（国
立国会図書館所蔵） ︒
（
69）  
同前︒
（
70）  
東京府巣鴨病院編『○○○○殿挙動帳﹇明治三八年六月二四日入院﹈ 』 （未
刊資料
　
東京都立松沢病院内﹁日本精神医学資料館﹂所蔵）
 
 
なお︑明治三十八年に行われた精神病者慈善救治会主催の大園遊会の様
子は﹁夢路之夢﹂という患者の手記に記されている︒これについては次の文献を参照のこと︒
 
岡田靖雄・橋本明編『精神障碍者問題資料集成』戦前期・第一巻︑
 二〇一〇
年︑六花出版︑三四七︱三四八頁
（
71）  
東京府立松沢病院編『東京府立松澤病院
　
病者運動会其他慰安会
　
書類
綴』 （未刊資料
　
東京都立松沢病院﹁日本精神医学資料館﹂所蔵） ︒東京府
立松沢病院編『東京府立松沢病院
　
病院慰安書類綴』 （未刊資料
　
東京都立
松沢病院﹁日本精神医学資料館﹂所蔵） ︒
（
72）  
宇都宮市医師会編『宇医会報』一九七七年（ 都立松沢病院﹁日本精
神医学資料館﹂所蔵） ︒
（
73）  
東京府立松沢病院編『昭和十 東京府立松沢病院 報』一九三六年（国
立国会図書館所蔵） ︒
